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論  文  名 ヒュームにおける人間の精神の自然的生成 
 本論文は、デイヴィッド・ヒュームの『人間本性論』および『人間知性研究』で論じられた知性論
を主な対象に、人間の精神がいかなる能力と性質を有するかという問題を探究したものである。ヒュ
ームに関しては、従来、懐疑主義者とみなす傾向が強かったが、本論文では、近年の研究動向を踏ま
え、ある種の自然主義者と捉える立場に立ち、現実の生を営むわれわれ人間の精神において、懐疑と
自然という両者が互いに作用し合うと解する。 
 第一章では、ヒュームが、「精神の諸問題」の探究をニュートン『プリンキピア』における「哲学に
おける推論規則」から主に学び、経験と観察に基づく「実験的推理法」として精神哲学に適用しよう
としたことを考察する。第二章では、「精神の諸問題」を、論理学の問題とりわけ知性の作用として考
察し、想像力という名の知性の自然な作用が、常に我々を導いていることを明らかにする。第三章で
は、ヒュームが「印象」と「観念」を区別し、「印象」に新たな語義を与えた理由と、ロックとデカル
トにおける、神の創造における力能の問題とを論じる 
 第四章では、まず、デカルトの「私」との比較を通じて、ヒュームにおいて、精神は厳密な同一性
を持たないが、我々はそうした同一性があると想定しつつ生きるとされることを明らかにする。そし
て、ヒュームにおける、空想や誤謬や不合理を孕みうる生気のない観念を生む想像力と、一般的に知
性と同義に解される安定的な想像力との二種の想像力を採りあげ、どちらの想像力も快を尊び、苦を
避けることを典型とする多様な情念によって先導されることを論じる。その上で、ヒュームが人格の
同一性を「われわれの思惟または想像に関わる人格の同一性と「われわれの情念とわれわれ自身に対
する気遣いとに関わる人格の同一性」とに区別した意図が、彼自身の実人生における諸知覚の継起の
問題にあったことを示す。 
 以上の考察を通じ、本論文は、現実の世界を生き続ける我々の精神は、種々の情念に導かれ想像力
によって自然に生成するものであると結論する。そして、同一性が想定される人格は、想像力が、我々
の現実の生における多様な状況、多様な心的状態において生起する情念ごとの目的を満たし続けるこ
とにその自然主義的根拠を有するとし、このヒュームの立場を「状況依存的自然主義」と名付ける。 
 本研究は、細かな哲学史的考察を通じ、ヒュームをある種の自然主義者と捉える一貫した解釈を提
示するものであり、博士論文に必要な水準を満たしているものと判断される。よって、本論文の提出
者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
